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保育におけるリズム楽器の活用に関する研究(2)

― 保育者がとらえた「子どもがリズム楽器で楽しんでいた活動」場面の分析から ―
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要約
　「子どもがリズム楽器で楽しんでいた活動」をKJ法を用いて検討した結果、「A．皆で音楽をつくる

ことができたとき（つくっているとき）」、「B．楽器を通して音を直観しているとき」、「C．楽器を使い、

かっこよく決めたとき」の3つの要素に統合された。これらは、人やモノが影響し合い、支え合う

関係によって成立していた。保育者は、活動の連続性、及びその背景や動機を読みとり、かかわっ

ていくことの必要性が示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　幼稚園教育要領、保育所保育指針、及び幼

保連携型認定こども園教育・保育要領におい

て、領域「表現」の内容として、「音楽に親し

み、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使っ

たりなどする楽しさを味わう」1)ことが共通し

て示されている2)。拙稿（2020）3)において、

簡単なリズム楽器4)のうち、子どもが最もよ

く使うリズム楽器は、カスタネットであり、

タンブリン、鈴、トライアングル、ウッドブ

ロックが続くことを明らかにした。それらリ

ズム楽器は子どもにとって大変身近なものと

して、多くの幼稚園、保育所で使われる機会

が多いことが改めて確かめられた。本稿では、

このように身近であり、子どもが使う機会の

多いリズム楽器が、保育においてどのよう

に用いられているのか、「簡単なリズム楽器を

使ったりなどする楽しさを味わう」場面を中

心に検討していく。

　本研究では、「保育の質を高めるために求め

られるのは、保育者自身が子どもと生きる

文脈の中で、「何をどうすべきか」見つけ出す

『力』だ」5)という今川（2016）の見解に基づ

き、保育者の視点から子どもが「リズム楽器

を使う楽しさを味わう」とはどのような状況

であるのか、考察していく。これまで、保育

におけるリズム楽器6)に関する研究としては、

石川・村上（2017）による２歳児の楽器遊び

におけるモノとしてのかかわりの特徴を明ら

かにした研究7)、乙部（2015）によるリズム

楽器を媒介として音楽的表現が共有されて

いく過程を明らかにした研究8)、乙部（2015）

の指導形態によって幼児のリズム楽器活動の

あり方に違いが現れることを明らかにした研

究9)、などがある。これらは、子どもがリズ

ム楽器とかかわる様子を観察し、それらを丁

寧に分析・考察したものであるが、保育者の

実践を焦点としたものではない。保育者の実

感に基づいて保育のあり方を検討する本研究

は、すでにある子どもの生き生きとした表現

に改めて目を向け、その中から新たな気づき

を得ることができると考えている。

Ⅱ．研究目的
　保育者がとらえた「子どもがリズム楽器で

楽しんでいた活動」を分析し、リズム楽器を

活用した保育のあり方を検討する。

Ⅲ．研究方法
　静岡県内の幼稚園、保育所、幼保連携型こ

ども園に勤務する保育者を対象に、子どもが

リズム楽器で楽しんでいると感じた活動につ

いて、質問紙調査を実施し、KJ法を用いて分

析した。

Ⅳ．調査の概要
１．調査方法

（１ ）調査期間：2019年６月21日から2019年9

月15日

（２ ）対象：静岡県内の幼稚園、保育所、幼

1） 内閣府・文部科学省・厚生労働省、『幼保連携型

認定こども園教育・保育要領解説』、フレーベル

館、2018　p.439、p.463、p.415
2） なお、保育所保育指針では３歳以上児の保育に

関する内容であり、幼保連携型認定こども園教

育・保育要領においては、満３歳以上の園児の

教育及び保育に関する内容である。保育現場に

おいては、３歳未満の子どもも簡単なリズム楽

器を使う機会があることが明らかにされている

ため（入江 2020）、本稿では子どもの年齢を３歳

以上に限定せず分析の対象とした。
3） 入江眞理　「保育におけるリズム楽器の活用に

関する研究－保育の現状とリトミック実践から

の検討―」『スポーツと人間』第4巻第１号　2020　

pp.33-40
4） 本研究におけるリズム楽器は、大太鼓、小太鼓、

タンブリン、シンバル、トライアングル、鈴、カ

スタネット、ウッドブロック等、メロディーを

演奏することはできない楽器を指すこととする。
5） 小西行郎・志村洋子・今川恭子・坂井康子編著　『乳

幼児の音楽表現』中央法規　2016　p.77
6） 「器楽」、「楽器」が本稿におけるリズム楽器と同様

のものを指し示すと判断したものを含めた。
7） 石川眞佐江・村上康子　「２歳児の楽器遊びに

おけるモノとのかかわりの特徴―楽器へのアプ

ローチの違いに着目して」『音楽教育実践ジャー

ナル』vol.15　2017　pp.104-112
8） 乙部はるひ　「幼児の遊びにおける楽器を使った

音楽的表現の共有過程」『帝京平成大学紀要』第26

巻第２号　2015　pp. 229-235
9） 乙部はるひ　「領域『表現』におけるリズム楽

器活動のあり方―指導形態の違う２保育園の

比較より―」『帝京平成大学紀要』第26巻第２号　

2015　pp. 219-228
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保連携型認定こども園に勤務する保育者。

（３ ）方法：①「いわた元気っこ協定」によって、

磐田市幼稚園保育園課に研究調査協力を

依頼し、代諾を得た後、同課を通じて質

問紙を各園にデータにて送信、保育者の

回答が得られたデータを収集した。②質

問紙を静岡県内の幼稚園、保育所、幼保

連携型認定こども園に郵送し、各施設長

に調査協力の了解を得た後、保育者の回

答が得られた質問紙を回収した。①の調

査では、25園のうち、25園から回答を得た。

回収率は100％であった。②の郵送による

調査は、36園に郵送、18園から回答を得た。

回収率は50％であった。全体の回収率は、

70.5％であった。回答者の所属について

は、表1のとおりである。

表1　回答者の所属と回答人数

回答者の所属
公立
（人）

私立
（人）

計
（人）

幼稚園 29 7 36

保育所 32 51 83

幼保連携型認定
こども園

17 36 53

計 78 94 172

２．内容

　「子どもがリズム楽器で楽しんでいたと感

じた活動」について、自由記述で回答を求め

た。回答者一人から複数の回答が得られたた

め、件数は272であった。欠損値は49であった。

３．分析

　多様な保育実践から、これまでの枠組みに

とらわれない知見を得るため、KJ法を用いる

こととした。分析は、川喜田研究所認定指導

員のスーパーバイズを受けながら筆者が行っ

た。

４．KJ法について

　KJ法は、川喜田二郎（1920-2009）によっ

て考案された発想法である。「野外で観察し

た複雑多様なデータを、『データをして語らし

めつつ、いかにして啓発的にまとめたらよい

か』という課題から始まっている」10)との記

述があるように、文化人類学者としての川喜

田によるデータ処理の方法である。本研究で

は、保育者の実感に基づいて、「子どもがリズ

ム楽器などで楽しさを味わう」状況を丁寧に

拾い上げ、実践的な知見を得ることを目的と

するため、KJ法を用いた。

　KJ法の手順は、（１）ラベル作り、（２）グ

ループ編成、（３）図解化、（４）叙述化、であ

る。はじめに、自由記述によるデータを意味

のあるまとまりに細分化し、各データのエッ

センスをラベルとして作成する（１）11)。こ

のラベルの本質的な意味を読みとり、直観的

に類似するととらえたラベルでグループを作

り、一つ一つの「内容を含みつつ、圧縮化し

て表現」12)できる「表札」を付す。その「表札」

をもとに、同様の手順でさらにグループを作

り、表札を付すという手続きを繰り返し、最

終的に３つのグループ（表札）となるまで繰

り返す（２）。続いて、「どういうふうに並べ

たら、論理的にもっとも納得がゆくかについ

て考え」13)、グループを空間的に配置してい

く。最上位の３つの表札の意味関係を記号を

用いて表し、全体構造を把握する（３）。図

解によって明らかになったことをふまえて、

再文脈化（文章化）する（４）。

Ⅴ．統合による結果と考察
　KJ法の手順に従って記述内容を統合した結

果、最上位の要素は、「A．皆で音楽をつくる

ことができたとき（つくっているとき）」、「B．

楽器を通して音を直観しているとき」、「C．楽

器を使い、かっこよく決めたとき」であった。

　最上位の要素３つに統合した手順は、次の

10） 川喜田二郎　『発想法－創造性開発のために―

（改版）』中央公論社　2018　p.ｉ
11） ラベル作りにおいては、「できるだけ柔らかい言

葉で…要点のエッセンスを書きとめる」（川喜田　

2018）p.72

12） 川喜田　『発想法－創造性開発のために―（改版）』　

p.77
13） 川喜田　『発想法－創造性開発のために―（改

版）』　p.84
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とおりである。① 質問紙の回答を意味のあ

るまとまりに細分化し、元データとした（算

用数字１～ 123）。② これらのデータの本質

的な意味を読みとり、直観的に類似するとと

らえたデータをグループ化した。③ グルー

プ内のデータの内容を含み、端的に表現する

「表札」を付した（アルファベット小文字a ～

y）。④ 「表札」（a ～ y）の意味を読みとり、そ

れらをさらにグループ化し、再び新たな「表

札」（あ～こ）を付した。⑤ 「表札」（あ～こ）

について、再度グループ化し、それらに「表札」

（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ）を付した。⑥ ④の「表

札」（Ⅰ～Ⅴ）の意味と内容を検討し、最終的

に３つの要素に統合した（表2）。

　なお、KJ法においては、いずれのグルー

プにも含めることが適切でないと考えたもの

は、「離れザル」14）として、そのまま次のグルー

プ編成の際の再検討の対象とする。そのため、

下位の「表札」が上位概念のグループに混在

することとなる。次節以降では、以上のよう

な最上位の３つの要素の内容について、下位

の要素、及び元データに基づいて詳しく述べ

ていく。

１ ．「A．皆で音楽をつくることができたとき

（つくっているとき）」

　「A．皆で音楽をつくることができたとき（つ

くっているとき）」の下位の要素は、「Ⅲ．皆

で音楽（音・リズム）づくりを共有している

とき」、と「Ⅳ．皆と一緒に（うまく）演奏

することができたとき」であった（図1）。

（１ ） 「Ⅲ．皆で音楽（音・リズム）づくりを

共有しているとき」

　「Ⅲ．皆で音楽（音・リズム）づくりを共

有しているとき」の内容には、「く．音楽の中

で自分（たち）のリズムで遊んでいる」、「あ．

先生のまねをしながら楽器を使う」、「お．言

葉とリズムで遊ぶ」、「ｑ．友だちと一緒に楽

器を鳴らして（遊んで）いるとき」、「57．合

表2　グループ編成の手順とデータ・表札の表記

手順 手続き及びデータ・表札 表記

① 自由記述を意味のあるまとまりに細分化した元データ 1〜123※

②、③ ①に付したラベルによるグループ化（１）とその表札 a〜y

④ 表札（a〜y）に基づくグループ化（２）とその表札 あ〜こ

⑤ 表札（あ〜こ）に基づくグループ化（３）とその表札 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ

⑥【最上位】 表札（Ⅰ〜Ⅴ）に基づくグループ化（４）とその表札 A、B、C

※複数回答については、例えば1-1のように表記した。（合計272件）

Ａ.皆で音楽をつくることができ

　 たとき（つくっているとき）

Ⅳ.皆で一緒に（うまく）演奏

　 することができたとき

Ⅲ.皆で音楽（音・リズム）

　 づくりを共有しているとき

図1　「A．皆で音楽をつくることができたとき（つくっているとき）」

14） この「離れザル」について、川喜田は次のよ

うにその意義を述べている。「その離れザルを、

無理にどれかのグループにくっつけてはならな

い。これはどのグループにも入らないこと自体

に、それだけの意味があるからである。」（川喜

田『発想法』p.78）
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奏のときのダンスのように振り付けをして鳴

らす」、がある（図2）。

　「く．音楽の中で自分（たち）のリズムで

遊んでいる」内容として、「p．音楽と一緒に

自由に楽器を鳴らしている」、「ｃ．友だちと

一緒にリズムを創る」、「19．子どもたちから

自然とリズムが出てきたとき」、がある。た

とえば、「112．子どもたちが知っている曲に

合わせて、自由に楽器を鳴らしている」、「106．

自分たちでリズムを考えて、一緒に鳴らして

楽しむ姿」、「46．好きなうたを好きなように

…」、「103-1．好きな曲を聞きながら、思いの

ままに…」、など、自分たちがやりたいときに、

やりたいようにリズム楽器を使って楽しむ状

況である。

　また、「あ．先生のまねをしながら楽器を使

う」状況は、たとえば、「66．保育者のまねっ

こリズム」で交互にリズムを打って楽しむ遊

びや、「ｘ．先生も子どもと同じ楽器を使い一

緒に楽しんでいるとき」、である。「ｑ．友だ

ちと一緒に楽器を鳴らして（遊んで）いると

き」とは、たとえば、「13．友だちと一緒に同

じ楽器をもちながら、ならして遊んでいる」

場面である。つまり、ここでは、友だちや保

育者と同じ楽器（モノ）を使い、音楽による

時間を共有していることが楽しさの要因と

なっている。

　さらに、「お．言葉とリズムで遊ぶ」、とは、「j．

リズムにのせて名前を呼び、返事をして（節

を）楽しむ」、「ｖ．言葉のリズムに合わせて

楽しむ」活動である。たとえば、「104-3．『〇〇

さん』『はあい』等、たたきながら名前を呼ん

で応えて遊ぶ」、といった内容が多くみられ

た。友だちや保育者とリズムのまとまりを感

じながら、言葉のやりとりをして楽しむ活動

である。

　以上のように、「Ⅲ．皆で音楽（音・リズム）

づくりを共有しているとき」とは、好きなと

きに好きなようにリズム楽器を使って遊んで

いる場面、つまり、自由度の高い状況で自分

なりのリズムをつくって楽しむ活動であり、

そこでは、友だちや保育者との応答関係を楽

Ⅲ.皆で音楽（音・リズ

　 ム）づくりを共有し

　 ているとき

ｑ.友だちと一緒に楽器を鳴ら

　 して（遊んで）いるとき

57.合奏のときのダンスの

   ように振り付けをして

   鳴らす

ｃ.友だちと一緒にリズムを創る

19.子どもたちから自然とリズ

　 ムが出てきたとき

ｓ.先生のまねをして楽器を鳴

　 らす

ｘ.先生も子どもと同じ楽器を使

　 い一緒に楽しんでいるとき

104-2.たたくときにいろいろな手の

      形（グーやパー）で楽しむ

77.保育者とのスキンシップを

   とるようなリズム打ち

ｊ.リズムにのせて名前を呼

　 び、返事をして（節）を

　 楽しむ

ｖ.言葉のリズムに合わせて

　 楽しむ

49.いろいろなリズムで遊ぶ

ｐ.音楽と一緒に自由に楽器

　 を鳴らしている
く.音楽の中で自分（たち）の

　 リズムで遊んでいる

あ.先生のまねをしながら楽器

　 を使う

お.言葉とリズムで遊ぶ

図2　Ⅲ．皆で音楽（音・リズム）づくりを共有しているとき
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しみながら、リズム楽器というモノと、音楽

やリズムという時間を共有する姿がある。

（２ ）「Ⅳ．皆と一緒に（うまく）演奏するこ

とができたとき」

　「Ⅳ．皆と一緒に（うまく）演奏すること

ができたとき」、とは、「い．リズム楽器を使い、

音楽を構成しているとき」、「え．音楽と友だ

ちと自分のリズムが合い、一体になったとき」

である（図3）。

　「い．リズム楽器を使い、音楽を構成して

いるとき」の内容としては、「ｈ．歌いながら

楽器をならす」、「ｒ．曲に合わせて音を鳴ら

したとき」、「ｗ．好きな曲（慣れ親しんでい

る曲）に合わせて楽器を鳴らす」、といった

活動がある。たとえば、「72．カスタネットで

も歌に合わせてたたくことで一体感を感じ、

たのしく演奏できました」、という回答にあ

るように、楽曲の演奏のためにリズム楽器を

用い、音楽のひとつのパートを担っているよ

うなときである。

　また、「え．音楽と友だちと自分のリズムが

合い、一体になったとき」、とは、「ｎ．合奏

のパートを担い、音楽として仕上がってきた

とき」、「k．皆と音楽に合わせリズム打ちをし

てそろったとき」、である。たとえば、「2．皆

で１つの曲を合奏した際に、上手にできたと

きに満足している笑顔をみたとき」、「122-1．

合奏で気持ちよくリズムが合ったとき」など、

音楽による一体感と達成感を味わっている状

況である。

　以上のように、「Ⅳ．皆と一緒に（うまく）

演奏することができたとき」とは、音楽のひ

とつのパートを担って音楽をつくる喜びと、

演奏としての完成度を意識し達成したとき、

満足感とともに音楽の美しさを味わっている

場面といえる。

（３ ） 「A．皆で音楽をつくることができたと

き（つくっているとき）」とは

　「A．皆で音楽をつくることができたとき

（つくっているとき）」は、次のような内容を

含んでいる。友だちや保育者との応答関係を

楽しみながら、自由度の高い中で自分なりの

リズムをつくって音楽を楽しむ状況であり

（Ⅲ）、音楽の1つのパートを担い、音楽をつ

くる喜びや、音楽の美しさを味わっている場

面（Ⅳ）、である。音を奏でる楽器としての

特性が活かされた状況であり、その基盤には、

リズム楽器というモノと音楽やリズムという

時間を共有する他者の存在がある。

２．「B．楽器を通して音を直観しているとき」

　「B．楽器を通して音を直観しているとき」

Ⅳ.皆で一緒に（うまく）

　 演奏することができた

　 とき

5.行事前にリズムに挑戦し

  たり、合奏をしている

ｒ.曲に合わせて音を鳴らしたとき ｈ.歌いながら楽器を鳴らす

ｗ.好きな曲（慣れ親しんでいる

　 曲）に合わせて楽器を鳴らす

114-2.歩きながら曲に乗ってタン

      バリンを打つ、鈴を鳴らす

92.手をたたくだけより、リ

   ズム楽器を使用したほう

   が興味・関心が高まる

ｎ.合奏のパートを担い、音

　 楽として仕上がってきた

　 とき

ｋ.皆と音楽に合わせリズム

　 打ちをしてそろったとき

い.リズム楽器を使い、音楽を

　 構成しているとき

え.音楽と友だちと自分のリ

　 ズムが合い、一体になっ

　 たとき

図3　Ⅳ．皆と一緒に（うまく）演奏することができたとき
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の下位には、「Ⅰ．いつもと違う楽器（の音）

を試しているとき」、「Ⅴ．楽器の特性を身体

で理解する」、という要素がある（図4）。

（１ ） 「Ⅰ．いつもと違う楽器（の音）を試し

ているとき」

　「Ⅰ．いつもと違う楽器（の音）を試して

いるとき」、とは、「う．リズム楽器で（自由に）

音を出している」、「m．身近な材料で（手作

りで）リズム楽器を作り鳴らしているとき」、

「ｏ．“ハレ”の日の楽器に触れたとき」、で

ある（図5）。

　「う．リズム楽器で（自由に）音を出して

いるとき」、とは、「ｔ．楽器を（自然に）鳴

らす」、「g．楽器をいろいろ鳴らしていると

き」、「ｂ．（楽器を）用意しておくと子どもは

音を楽しむ」、といった場面である。「ｔ．楽

器を（自然に）鳴らす」場面とは、たとえば、

「114-1．鈴やマラカスを手に取り振ると、音

が出ることに気づき、繰り返し鳴らして遊ん

でいた」姿や、「107．初めて楽器に触れたと

きに、音を聴いて友だちと顔を見合わせ、音

を試すように笑顔でずっと楽器を鳴らしてい

る姿（３歳児）」である。「g．楽器をいろい

ろ鳴らしているとき」、とは、「119．楽器遊び

の中で、叩き方や叩く場所によって、音の高

さや音の違いに気づき、鳴らし方をいろいろ

試す姿」であり、「112．音色の違いに気づき、

繰り返す姿」、「15．1つの楽器ではなく、いろ

いろな楽器を使うとき」である。それらは、

楽器の種類を変えて楽しむ姿であり、一つの

楽器で音の違いを楽しむ姿でもある。つまり、

「ｂ．（楽器を）用意しておくと子どもは音を

楽しむ」ことができるのである。

　また、「ｏ．“ハレ”の日の楽器に触れたと

き」、とは、たとえば、「103- ３．自分のやっ

てみたい楽器を思う存分曲に合わせることが

できたときは、とても満足気」であり、「60．

あまり触れたことのない楽器（大太鼓、小太

鼓）に喜んでいた」姿である。「m．身近な材

料で（手作りで）リズム楽器を作り鳴らして

いるとき」も、新しい音との出会いの場面で

Ⅴ.楽器の特性を身体で理解

　 する

Ⅰ.いつもと違う楽器（の

　 音）を試しているとき

Ｂ.楽器を通して音を直観しているとき

図4　「B．楽器を通して音を直観しているとき」

ｍ.身近な材料で（手作りで）

　 リズム楽器を作り音を鳴ら

　 しているとき

ｏ.”ハレ”の日の楽

　 器に触れたとき

ｔ.楽器を（自然に）鳴らす
ｇ.楽器をいろいろ鳴らし

　 ているとき

ｂ.（楽器を）用意しておく

　 と子どもは音を楽しむ
114-3.トライアングルが好

      きで憧れている

う.リズム楽器で（自由に）

　 音を出している

Ⅰ.いつもと違う楽器（の

　 音）を試しているとき

図5　Ⅰ．いつもと違う楽器（の音）を試しているとき
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ある。

　したがって、「う．リズム楽器で（自由に）

音を出している」活動とは、モノに働きかけ

ることによって出会う初めての音、初めて触

れる楽器の音、さらに、自分の動きを工夫す

ることによって初めての音をつくり出すこと

といえる。

（２ ） 「Ⅴ．楽器の特性を身体で理解する」

　「Ⅴ．楽器の特性を身体で理解する」活動

としては、「こ．ストーリーの中でリズム楽器

を使う」ことや、「け．音の感覚に集中し、レ

スポンスすることができたとき」、がある（図

6）。

　「こ．ストーリーの中でリズム楽器を使う」、

とは、たとえば、「123．劇遊びの中で、効果

音として子どもたちが楽器を鳴らし、物語の

イメージを深めていった」とき、「114-6．表

現遊びのときに、足音や動きの音などの効果

音を出しているとき」、である。音のニュア

ンスを聞きとり、音と動き、音と対象とする

もの（人物、動物など）の特性を結びつけ、

それらの印象を深めながらストーリーを楽し

む場面である。

　「け．音の感覚に集中し、レスポンスする

ことができたとき」には、「ｆ．皆で音をよく

聴き、動く遊び」がある。たとえば、「８．タ

ンバリン人数集めゲーム」、「37．音早（ママ）

回しゲーム」といったゲーム的要素のある活

動である。また、「ｙ．楽器の音あてをしてい

るとき」とは、楽器の音色を聞きわける遊び

である。いずれも、音が発生する瞬間に意識

を集中してすばやく体を動かしたり、音とさ

まざまな要素を結びつける活動である。

（３ ） 「B．楽器を通して音を直観していると

き」とは

　「B．楽器を通して音を直観しているとき」

とは、子どもが楽器やモノに働きかけて音に

気づき、その音を繰り返し味わい、楽器との

かかわり方を変化させて新しい音をつくり出

す場面であり（Ⅰ）、音そのものに意味づけ

をしてゲームやストーリーを楽しむ中で、音

のニュアンスを身体で理解していく活動で

あった（Ⅴ）。その根底には、「音を聴く」行

為がある。

３．「C. 楽器を使い、かっこよく決めたとき」

　「C. 楽器を使い、かっこよく決めたとき」

の下位には、「Ⅱ．演奏という活躍がアピール

できているとき」、「ｊ．ジャンプし、タンブ

リンでハイタッチを決めたとき」という要素

がある（図7）。

（１ ）「Ⅱ．演奏という活躍がアピールできて

いるとき」

　「Ⅱ．演奏という活躍がアピールできてい

るとき」とは、「さ．見られながら演奏すると

き」であり、「ａ．演奏会、コンサートなどを

イメージしてごっこ遊びをしているとき楽器

を使う」状況である。たとえば、「ｅ．子ども

は誰かに見てもらう（発表会など）で楽し

こ.ストーリーの中でリズム

　 楽器を使う

Ⅴ.楽器の特性を身体で

　 理解する

け.音の感覚に集中し、レスポ

　 ンスすることができたとき

ｕ.効果音として使った

　 とき

100.劇遊びに似合う音を考

    えて使うとき

ｆ.皆で音をよく聴き動

　 く遊び

ｙ.楽器の音あてをしてい

　 るとき

37.好きな楽器を持ち耳をすま

   せ、隣にすわっている子が

   音を出したらすぐに音を出

   すゲーム

図6　Ⅴ．楽器の特性を身体で理解する
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む」、「27．皆の前で歌いながら演奏するグルー

プと観客となって聞くグループに分かれて活

動している」、「28．歌うグループと楽器を鳴

らすグループに分かれて活動したとき（２歳

児）」、というように、見られていることを意

識している場面である（図8）。

（２ ） 「ｊ．ジャンプし、タンブリンでハイタッ

チを決めたとき」

　「ｊ．ジャンプし、タンブリンでハイタッ

チを決めたとき」とは、「29．サーキット遊び

の中にタンブリンを鳴らすことができるよう

…コツをつかむと力強く良い音が出るため、

楽しんでいる様子が見られた」、というよう

に、運動遊びでジャンプをするときやハイ

タッチの時に用いる場面である。そこには、

楽器を持ちそれを差し出す保育者の存在があ

り、その楽器を打つ子どもとの応答関係がみ

られる。その場面では、リズム楽器で音を出

すことが自分のかっこいい姿の象徴であり、

保育者がその姿を受け止め、認めている状況

といえる。

（３ ） 「Ｃ．楽器を使いかっこよく決めたとき」

とは

　「Ｃ．楽器を使いかっこよく決めたとき」

とは、リズム楽器を演奏し、活躍している姿

を友だちや大人に見られている場面であり

（Ⅱ）、がんばっている自分が認められている

場面（ｊ）である。いずれの場面でも、子ど

もは自分の姿を見る他者の視線を意識しなが

ら、支えられていることを実感しているとい

える。

４．「子どもがリズム楽器で楽しむ活動」とは

　「子どもがリズム楽器で楽しんでいた活動」

Ⅱ.演奏という活躍がアピ

　 ールできているとき

j.ジャンプし、タンブリンで

  ハイタッチを決めたとき

Ｃ.楽器を使い、かっこよく決めたとき

図7　「C. 楽器を使い、かっこよく決めたとき」

Ⅱ.演奏という活躍

　 がアピールでき

　 ているとき

き.見られながら

　 演奏するとき

ａ.演奏会、コンサートなどをイメージしてごっ

　 こ遊びをしているとき楽器を使う

ｅ.子どもは誰かに見てもらう

　 （発表会など）で楽しむ

27.皆の前で歌いながら演奏するグ

   ループと観客となって聴くグル

   ープに分かれて活動をしている

28.歌うグループと楽器を鳴らすグ

   ループに分かれて活動したとき

   （２歳児）

図8　Ⅱ．演奏という活躍がアピールできているとき
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の全体構造は、図9のとおりである。

　KJ法の手続きにより、「子どもがリズム楽器

で楽しんでいた活動」は、「A．皆で音楽をつ

くることができたとき（つくっているとき）」、

「B．楽器を通して音を直観しているとき」、「C. 

楽器を使い、かっこよく決めたとき」の３要

素に統合された。それぞれの意味関係と全体

構造は、次のとおりである。

　まず、「A．皆で音楽をつくることができた

とき（つくっているとき）」は、音楽をつく

る喜びや音楽の美しさを味わう場面である。

音を奏でる楽器としての特性が活かされた状

況であり、この活動は、「B．楽器を通して音

を直観しているとき」の多様な経験に基づい

ていることが導き出される。音を直観してい

るとき、子どもは能動的に楽器やモノに働き

かけて音を生み出し、味わい、かかわり方を

変化させ、さらに新しい音をつくりだしてい

る。また、音のニュアンスを聞きとり、音と

動き、音とストーリーの中のさまざまな要素

を結びつけるなど、音を通して自分を取り巻

く世界への認識を深める。つまり、音を直観

しているとき、子どもは、音そのものを「直

接に知的に把握」15)し、その本質をとらえて

く.音楽の中で自分（たち）

　 のリズムで遊んでいる

あ.先生のまねをしながら楽

　 器を使う

お.言葉とリズムで遊ぶ

い.リズム楽器を使い、音楽

　 を構成しているとき

え.音楽と友だちと自分のリ

　 ズムが合い、一体になっ
　 たとき

ｑ.友だちと一緒に楽器を鳴ら

　 して（遊んで）いるとき

57.合奏のときのダンスのよう

　 に振り付けをして鳴らす

ｐ.音楽と一緒に自由に楽器を鳴

　 らしている

ｐ.友だちと一緒にリズムを創る

19.子どもたちから自然とリズム

   が出てきたとき

ｓ.先生のまねをして楽器を鳴ら

　 す

104-2.たたくときにいろいろな手の

      形（グーやパー）で楽しむ

ｘ.先生も子どもと同じ楽器を使

　 い一緒に楽しんでいるとき

77.保育者とのスキンシップをと

　 るようなリズム打ち

ｊ.リズムにのせて名前を呼び、

　 返事をして（節）を楽しむ
ｖ.言葉のリズムに合わせて楽し

　 む

49.いろいろなリズムで遊ぶ

ｖ.曲に合わせて音を鳴らしたと

　 き

ｗ.好きな曲（慣れ親しんでいる

　 曲）に合わせて楽器を鳴らす

114-2.歩きながら曲に乗ってタン

      バリンを打つ、鈴を鳴らす

ｈ.歌いながら楽器を鳴らす

5.行事前にリズムに挑戦したり、

  合奏をしているとき（３〜５歳）

5.手をたたくだけより、リズム

  楽器を使用したほうが興味・

  関心が高まる

ｎ.合奏のパートを担い、音楽と

　 して仕上がってきたとき

ｋ.皆と音楽に合わせリズム

　 打ちをしてそろったとき

う.リズム楽器で（自由に）

　 音を出している

ｍ.身近な材料で（手作りで）リズム

　 楽器を作り音を鳴らしているとき

こ.ストーリーの中でリズム

　 楽器を使う

ｏ.”ハレ”の日の楽器に触れ

　 たとき

け.音の感覚に集中し、レスポ

　 ンスすることができたとき

き.見られながら

　 演奏するとき

ａ.演奏会、コンサートなどをイメージしてごっ

　 こ遊びをしているとき楽器を使う

ｊ.ジャンプし、タンブリンで

　 ハイタッチを決めたとき

ｔ.楽器を（自然に）鳴らす

ｂ.（楽器を）用意しておくと子ど

　 もは音を楽しむ

ｇ.楽器をいろいろ鳴らしている

114-3.トライアングルが好きで憧

      れている

ｕ.効果音として使ったとき
100.劇遊びに似合う音を考えて使

    うとき

ｆ.皆で音をよく聴き、動く遊び 37.好きな楽器を持ち耳をすませ、

   隣にすわっている子が音を出し

   たらすぐに音を出すゲーム

ｙ.楽器の音あてをしているとき

ｅ.子どもは誰かに見てもらう（発

　 表会など）で楽しむ

27.皆の前で歌いながら演奏するグル

   ープと観客となって聴くグループ

   に分かれて活動をしているとき

28.歌うグループと楽器を鳴らすグル

   ープに分かれて活動したとき（２

   歳児）

関係が深い影響を与える

Ⅲ.皆で音楽（音・リズム）づくりを共有しているとき Ⅳ.皆で一緒に（うまく）演奏することができたとき

Ⅰ.いつもと違う楽器（の音）を試しているとき

Ⅴ.楽器の特性を身体で理解する

Ⅱ.演奏という活躍がアピールできているとき

Ａ.皆で音楽をつくることができたとき（つくっているとき）

Ｂ.楽器を通して音を直観しているとき Ｃ.楽器を使い、かっこよく決めたとき

図9　子どもがリズム楽器で楽しんでいた活動
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いるのである。「音楽をつくるとき」に必要

な楽器を操作する身体と音を聞く耳は、この

ような「音を直観する」活動によって育まれ

る。楽器を自由に扱う楽しさや、音楽の美し

さを味わう喜び、皆の音が合ったときの一体

感など、「音楽をつくる」活動によって得るこ

とができる達成感や満足感は、音を直観する

多様な経験に支えられている。

　次に、「C．楽器を使い、かっこよく決めた

とき」には、「105-6．運動遊びでジャンプし

てタンブリンを鳴らすとき」、など、一見、

音楽とはかかわりが薄いような活動もみられ

る。しかし、子どもは、「29．…コツをつかむ

と力強く良い音が出る…」ことに気づき、体

の動きやたたき方を工夫し、自分が鳴らした

い音を追求しているのである。したがって、

「C．楽器を使い、かっこよく決めたとき」と、

「B．楽器を通して音を直観しているとき」と

は、活動としての側面が異なるものを含みな

がらも、その根底には音を探求する子どもの

姿があり、関係が深いことがわかる。

　同時に、「B．楽器を通して音を直観してい

るとき」の中には、「Ⅰ．いつもと違う楽器（の

音）を試しているとき」、具体的には「ｏ．“ハ

レ”の日の楽器に触れたとき」という場面が

ある。たとえば、「103- ３．自分のやってみた

い楽器を思う存分曲に合わせることができた

とき…」であり、「60．あまり触れたことのな

い楽器（大太鼓、小太鼓）に喜んでいた」場

面である（下線は筆者による）。つまり、「B．

楽器を通して音を直観しているとき」には、

かっこよくリズム楽器を使う他者へのあこが

れがきっかけとなる要素が含まれている。「C．

楽器を使い、かっこよく決めたとき」の活動

は、「見られること」、すなわち「見てくれる」

他者の存在を必要とし、一方で、「B．楽器を

通して音を直観しているとき」、あこがれの

対象としての「かっこいい」他者の存在が活

動の動機として働く。このように、「B．楽器

を通して音を直観しているとき」の活動と、

「C．楽器を使い、かっこよく決めたとき」の

活動は、「見る」、「見られる」という関係にお

いても相互に影響を与えながら成り立ってい

る。

　以上のように、「A．皆で音楽をつくること

ができたとき（つくっているとき）」の楽し

さは、「B．楽器を通して音を直観していると

き」の多様な経験に支えられ、「B．楽器を通

して音を直観しているとき」の楽しさは、「C．

楽器を使い、かっこよく決めたとき」の要素

と深く関係していることが導き出された。子

どもがリズム楽器で楽しむ活動は、かかわっ

ている人やモノが互いに影響し合い、支え合

う関係によって成立している。したがって、

保育者は、保育活動の成果にだけ目を向ける

のではなく、子どもの活動の連続性をとらえ

ながら、その背景や動機を読みとり、それら

に共感しながら応答的にかかわっていくこと

が求められる。このような視点で子どもの姿

をとらえたとき、リズム楽器の活用の可能性

はさらに広がっていくのではないだろうか。

Ⅵ．おわりに
　音が出るモノとしてのリズム楽器は、同じ

空間で多くの子どもが過ごす保育環境では、

使い方に配慮が必要であり、課題も少なくな

いという現状がある16)。しかし、そのような

中でも、保育者は、「子どもがリズム楽器で楽

しんでいた活動」をさまざまな場面でとらえ

ていた。本研究ではそれらの場面をKJ法を用

いて分析した結果、それぞれ活動の側面が異

なるように見えるものでも、相互に影響を与

え合い、関係が深いことが明らかになった。

保育者がそのような活動の関係性を意識した

とき、子どもの体験は新たな意味を帯び、「…

保育者自身が子どもと生きる文脈の中で、「何

をどうすべきか」見つけ出す『力』…」17)に

なるのではないだろうか。今後は、保育者が

抱える課題と照らし合わせながら、具体的な

リズム楽器の活用方法について考察したいと

15） 新村出編著　『広辞苑』　岩波書店　2018　p.1917
16） 小西ほか編著　『乳幼児の音楽表現』p.72

17） 小西ほか編著　『乳幼児の音楽表現』　p.77
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考えている。
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